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１. 研究計画の概要 
今年生誕２００年を迎えるガロアは代数方
程式のガロア理論を発見した。そのアイディ
アを微分方程式を始め他の分野に応用する。 
特に微分方程式の一般微分ガロア理論を作
り、それを応用する。中でも一般微分ガロア
理論を力学系の研究に利用するのが重要で
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
古典的な代数方程式のガロア理論を微分方
程式に一般化することは既にガロア自身が
考えていた。この分野は１９世紀の終わりか
ら２０世紀の初頭までは盛んに研究された
が、問題が難しいこともあって、ある時期以
来研究は放棄され忘却されていた。 
世界の動きに先立って我々は１９９０年代
より、この問題に取り組んで来た。我々の成
果はこの分野で世界をリードするものであ
り、高い評価を受けている。 
 
 
３．現在までの達成度 
○2  おおむね順調に進展している。 
（理由） 
微分方程式のガロア理論に関して我々のな
したことは、 
(i) 微分方程式の一般微分ガロア理論の提案。 
(ii) さらに差分方程式の一般ガロア理論の提
案。 
(iii) Malgrange 理論との関係の解明。 
(iv) 差分ガロア理論を応用することによっ
ての代数曲線上の可積分な離散力学系の決
定。  

(v) ソリトン方程式がガロア理論から観測し
ても可積分であること。 
(vi) Hopf ガロア理論との関連の究明。 
 
等着実な成果をあげている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後攻略すべき問題としては 
(i) 方程式の特殊化とガロア群挙動の解

明。古典的なネーターの定理の一化。 
(ii) ガロア群の定義の見直し。つまりす

べてが明らかになり始めた現在、理
論全体を再構成すること。 

(iii) ガロア理論のさらなる応用を探すこ
と。 

 
海外、日本国内での理論の普及活動の必要が
ある。 
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